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インプット①の構成
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1. 教学マネジメントが求められる背景

2. 教学マネジメント指針とその構造

3. 指針から読み解く５つの柱



教学マネジメントが求められる背景
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Ｑ.皆さんは、質保証や認証評価、教学マネジメントは何のために必要だ
と思いますか？

１．認証評価をクリアするため

２．法令対応を行うため

３．補助金や外部資金を獲得するため

４．政府や文部科学省等の政策に対応するため

５．大学の理念・目的を実現するため

６．学生の成長に資するため

７．その他

８．分からない



教学マネジメントが求められる背景
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• 教学マネジメントは「大学がその教育目的を達成するために行う管

理運営」と定義でき、大学の内部質保証の確立にも密接に関わる重

要な営みである（大学設置基準等の法令、設置認可審査、認証評価

制度等の国が責任を有する質保証と一体不可分の側面がある）。

教学マネジメントの定義 （文部科学省，2020）



教学マネジメントが求められる背景
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少数エリートが通っていた時代の大学と比較して我が国の大学教育の質の変化を懸念する
声も出ており、グランドデザイン答申には、高等教育の大衆化に伴う変容を前提としても、
教育の質を保証するための現在の取組は不十分との認識が示されている。（指針4頁）
→高等教育の大衆化に伴い従来の教育のあり方で良いかが問われている（2022：60.4％）。

進学率 学生の選抜原理 高等教育機関の規模

エリート型
(～1962)

１５％未満 中等教育での成績または試験に
よる選抜（能力主義）

同質性

（共通の高い基準をもった大学と専門
分化した専門学校）

マス型
(1963～2004)

１５～５０％
未満

能力主義＋
個人の教育機会の均等化原理

多様性

（多様なレベルの水準をもつ高等教育
機関，総合制教育機関の増加）

ユニバーサル・
アクセス型
（2005～）

５０％以上 万人のための教育保証＋
集団としての達成水準の均等化

極度の多様性

（共通の一定水準の喪失，スタンダー
ドそのものの考え方が疑問視される）

※表の引用（https://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/yamamoto/2002/iituka_04_02.html）

※学校基本調査（2022）「年次統計-進学率（昭和２３年～）-大学・短期大学の進学率」を参照

https://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/yamamoto/2002/iituka_04_02.html
https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&layout=datalist&cycle=0&toukei=00400001&tstat=000001011528&tclass1=000001021812&tclass2val=0&stat_infid=000031852304


教学マネジメントが求められる背景
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1. 学位を与える課程（学位プログラム）単位で、学生に必要な資質・能

力を定めている。そのため、学位プログラム単位での学修者視点での

教育の捉え直しが求められている。

→「何を学び、身に付けることができたのか」を明確にし、

学修の成果を学修者が実感できる教育を行う必要がある。

2. 学位の国際的通用性（学位の質保証）、社会的な説明責任の観点から、

卒業段階で学生、大学ともに「何を学び、身に付けることができたの

か」を説明できることが求められている。



インプット①の構成
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教学マネジメント指針とその構造
教学マネジメント指針が目指すゴール
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• 学位を与える課程(学位プログラム)において、「何を学び、身に付けるこ

とができたのか」を明確にし、学修の成果を学修者が実感できる教育を行

っている状態にする。

そのためには…

・学生自らが学修成果を実感⇒学生が自分の言葉で「何が身についたのか

（学修成果）」を説明できる状態にする。

・DPを満たした学生に学位を授与していると説明できる状態にする。



教学マネジメント指針の構造（対象）
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教学マネジメント指針の対象範囲

• 学士課程、短期大学の課程（修士課程、博士課程も含む）

• 正課教育（大学が主体的に関与し、責任を有する正課外活動も含む）

教学マネジメント指針の利用者

• 学長・副学長や、学部長など個々の学位プログラム構築・運営の責任者

（文部科学省，2020）教学マネジメント指針の対象範囲と想定される利用者

• 教育課程、授業科目の担当者や運営者（教務に携わる教職員）の
理解がなければ、実務的に取り組むことは難しい。
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教学マネジメントの構造(カリキュラム編成の基本原理)

15

1. どのような教育目的を達成するように努めるべきか。

2. これらの目的を達成するために、いかなる教育的経験を用意できるか。

3. これらの教育的経験はどのようにすれば効果的に組織することができるのか。

4. これらの目的が達成されたかどうかをいかにして判定できるか。

カリキュラム編成の基本原理（タイラー原理）（タイラー，1978）

教育目標と授業と評価を一貫したものにすることを強調したモデル

学生が達成する教育の成果を定めてから授業を設計するカリキュラム
編成の方法である「逆向き設計」として方法が洗練されている。

※中井編（2021）を参照



教学マネジメントの構造（５つの柱の関係性）
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Ⅰ「三つの方針」を通じた学修目標の具体化

Ⅱ授業科目・教育課程の編成・実施

Ⅲ学修成果・教育成果の把握・可視化

Ⅳ教学マネジメント
を支える基盤 Ⅴ情報公表

FD・SD・IR

評価可能なDPの設定
三つの方針の一貫性

アセスメントプランに基づく
DPに掲げる学修目標の測定・評価

CPと連関した教育課程編成
DP・CPを踏まえた授業科目の配置

アセスメントプラン
ルーブリック

学生調査（卒業時）

教育目標

授業

指針は「逆向き設計」を踏まえた５つの柱から構成されている。

評価

カリキュラムツリー
カリキュラムマップ

ナンバリング



教学マネジメントの「肝」①
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1. 指針は「学修者目線」で教育を捉え直すことを求めている。

2. 大学がDPに掲げる学修目標を満たした学生に学位を授与し

ていると説明できる状態にすることが求められている。

3. 教学マネジメント指針は、カリキュラム編成の基本原理や

「逆向き設計」の考え方を参照し、教育目標→授業→評価

の一貫性を踏まえた構成になっている。



インプット①の構成
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【再掲】教学マネジメントの構造(５つの柱の関係性)
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Ⅰ「三つの方針」を通じた学修目標の具体化

Ⅱ授業科目・教育課程の編成・実施

Ⅲ学修成果・教育成果の把握・可視化

Ⅳ教学マネジメント
を支える基盤 Ⅴ情報公表

FD・SD・IR

評価可能なDPの設定
三つの方針の一貫性

アセスメントプランに基づく
DPに掲げる学修目標の測定・評価

CPと連関した教育課程編成
DP・CPを踏まえた授業科目の配置

アセスメントプラン
ルーブリック

学生調査（卒業時）

教育目標

授業

指針は「逆向き設計」を踏まえた５つの柱から構成されている。

評価

カリキュラムツリー
カリキュラムマップ

ナンバリング



指針から読み解く5つの柱（Ⅰ）
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出発点である「三つの方針」とディプロマ・ポリシー（DP）に掲げる学修目標の具体化

• DPは、学生の学修目標として、以下の点を踏まえて設定する必要がある。

①卒業生に最低限備わっている能力を保証するものであること

②具体的かつ明確に定められることが必要である。

• 大学教育の成果を学位プログラム共通の考え方や尺度（アセスメントプラン）に則っ

て点検・評価できるようにすること必要である。

「三つの方針」を通じた学修目標の具体化

「三つの方針」は出発点である。ディプロマ・ポリシー（DP）は、①具体的かつ明確に

定められること、②DPに掲げる学修目標の設計段階から測定・評価（アセスメントプラ

ンとの対応関係）を意識することが求められている。

（文部科学省，2020）



指針から読み解く5つの柱（Ⅱ）
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• DPに掲げる学修目標を達成する観点からは、以下の点を踏まえて設定する必要がある。

①体系的かつ組織的な教育課程を編成していること(カリキュラムマップ、ツリーによる整理)

②個々の授業科目の到達目標が明確であり、学修目標との対応関係が整理されていること

• 教育課程の編成に係る点検・評価には、カリキュラムマップ、ツリーを活用できる。

①授業科目が過不足なく設定しているかの検証（カリキュラムマップ）

→4年間通じて受講せずに済む能力（DPに掲げる学修目標）がないか、偏りがないか等

②各授業科目相互の関係、履修順序や履修要件の検証（カリキュラムツリー）

③授業科目の精選・統合、学生が同時に履修する授業科目数の絞り込み（両者を活用）

授業科目・教育課程の編成・実施

カリキュラムマップ（DPの学修目標と授業科目の関係性）、カリキュラムツリー（履修順序）の策定

過程を通じた点検・評価を行うことが体系的かつ組織的な教育課程の編成を行う一歩となる。

（文部科学省，2020）



武庫川女子大学生活環境学部情報メディア学科 カリキュラムツリー

指針から読み解く5つの柱（Ⅱ）【参考】
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武庫川女子大学生活環境学部情報メディア学科 カリキュラムマップ

23

指針から読み解く5つの柱（Ⅱ）【参考】



指針から読み解く5つの柱（Ⅲ）
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• 学修成果・教育成果の把握・可視化は以下の点を満たすことが求められる。

①学生自らが学びの成果（学修成果）として身に付けた資質・能力を自覚していること。

②学生自らがDPの学修目標の到達状況を可視化されたエビデンスを用いて自ら説明できること。

③学修目標の到達状況は、複数の情報を組み合わせて多元的に説明できること。

④大学がDPに掲げる資質・能力（学修目標）を備えた学生を育成したことが説明できること。

⑤学修成果の測定・把握方法（アセスメントプラン）を予め明文化し、

DPの学修目標との対応関係が整理できていること。

学修成果・教育成果の把握・可視化について

学習者である学生及び大学には、DPに掲げる学修目標（資質・能力）の達成度合いをエビデ

ンスを交えて説明できること。また、DPの学修目標との対応関係を整理した測定・把握方法

（アセスメントプラン）が明文化されていること。

（文部科学省，2020）



教学マネジメントの構造(学修目標のエビデンス)
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• 様々な情報を組み合わせてDPに掲げる
学修目標の到達状況を明らかにする。

• その際、DPの各項目に紐づけて整理す
る必要がある。

「卒業認定・学位授与の方針」に定められた学修目標と学修成果・
教育成果に関する情報の関係（イメージ）（文部科学省，2020）

予め以下のツールを活用し、DPの到達状況を把握しやすい
環境を整備することが考えられる。

• カリキュラムツリー、マップ
• アセスメントプラン

⮚ アセスメントポリシー、チェックリスト など

DPに掲げた学修目標に対する評価指標の
設定を求めている。



指針から読み解く5つの柱（Ⅲ）

学位授与方針
（ディプロマ・ポリシー）

大学の理念・目的
教育研究上の目的

アセスメントプラン（カリキュラムアセスメント・チェックリスト）

名称
実施
時期

実施
頻度

対象
質問項目

（対応するDP含む）
手法 評価者 実施者 DP評価への使い方

学生調査
(卒業予定者)

12月 毎年 卒業予定者
DPに示された資質能力
の修得状況

web 学生
内部質保証
委員会

DP全項目の到達度の自己評価

卒業研究発表 2月 毎年 卒業予定者
研究内容と発表を通して、
DPに示された資質能力
の修得状況

ルーブ
リック

教員 学科・専攻 DP全項目の到達度の客観評価

・・・・・・・・・・・・・（以下、略）・・・・・・・・・・・・・

DPの学修目標の測定

ルーブリック
DP項目 項目 5 4 3 2 1

主体性 積極性 自ら興味を持
って課題への
取り組みや関
連する知識の
取得を能動的
に遂行できる。

積極的に課題
へ取り組み、
問題解決しよ
うと努力する。

指導教員や上
級生の指導を
尊重して、課
題への取り組
みができる。

研究として
行うべきこ
とを理解で
きておらず、
指導教員の
指示を待つ
状態が多い。

指導教員に
従わず、課
題に取り組
むことがで
きない。

思考力・
判断力
主体性

理解度 国内外の様々
な研究に関す
る最新情報を
自ら調査し、
研究に関連付
けできる。

教員の指導に
基づいて、国
内外の関連研
究に関する情
報を整理して、
研究に関連づ
けできる。

国内外の関連
研究について
も把握できて
いるが、情報
を整理して研
究に利用がで
きない。

指導教員が
直接伝えた
研究内容は
理解してい
る。

研究内容を
あまり理解
できていな
い。

・・・・・・・・・・・・・（以下、略）・・・・・・・・・・・・・

アセスメント・ポリシー

26



指針から読み解く5つの柱（Ⅲ）【参考】
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１．大学の教育活動に伴う基本的な情報であって全ての大学において学内で収集可能と考えられるも
のの例
各授業科目における到達目標の達成状況
学位の取得状況
学生の成長実感・満足度
進路決定状況等の卒業後の状況（進学率や就職率など）
修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年率、中途退学率
学修時間

２．教学マネジメントを行う上で各大学の判断の下で収集することが想定される情報の例
「卒業認定・学位授与の方針」に定められた特定の資質・能力の修得状況を直接的に評価することが
できる授業科目における到達目標の達成状況
卒業論文・卒業研究の水準
アセスメントテストの結果
語学力検定等の学外試験のスコア
資格取得や受賞、表彰歴等の状況
卒業生に対する評価
卒業生からの評価

※教学マネジメントを推進するに際して必要な情報例が示されている。

学生調査（新入生・在学生・卒業予定者）、
学修ポートフォリオ、他の外部アセスメントテスト

民間企業実施のアセスメントテスト
学生調査（新入生・在学生・卒業予定者）、
学修ポートフォリオ、ルーブリック
卒業生対象のアンケート



指針から読み解く5つの柱（Ⅳ）
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• IR・FD・SDに取り組む際には、以下の点に留意する必要がある。

①学内で教学IR活動を行う上で必要な体制、仕組み、情報環境（権限付与含む）等を整えること。

②分析結果・得られた情報を踏まえた判断を下すのはマネジメント層の役割と理解すること。

③FD・SDを通じた共通理解を構築すること（教育理念、DP、教員像、課題等）。

④対象者の役職や経験に応じた適切かつ最適なFD・SDを組織的かつ体系的に実施すること。

⑤FDを実際に教育を改善する活動として位置付け、実施すること。

教学マネジメントを支える基盤（FD・SDの高度化、教学IR体制の確立） （文部科学省，2020）

まずは、FD・SDを通じて教学マネジメントに対する共通理解が浸透する機会を設ける。

（大学の実態や文脈を踏まえたゴール設定を行うことも必要である）

IRで収集・分析した結果を踏まえて、教育改善する活動をFDとして位置付け、実施する。



指針から読み解く5つの柱（Ⅴ）【参考】
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情報公表について

• 教育活動に対する情報公表は、以下の点が目的・意義としてあげられる。

①学生や学費負担者、入学希望者等の直接の関係者、幅広く社会に対して説明責任を果たすこと。

→学生がどのような学位プログラムにおいて、どのような能力等を身に付けることができるのか、

適切な教育環境が整備されているか等を具体的に提示すること

→大学が、広く有形無形の様々な支援を得ている社会に対し、教育という公共的使命を担う社会

的存在として、大学教育に関する情報を積極的に公表すること

②社会からの信頼と支援を得るという好循環を形成すること。

③社会からの評価を通じた大学教育の質の向上を進めること。

→教職員個人の関係から、地域社会や産業界等と恒常的な「組織対組織」の連携を深め、その協

力を継続的に得ていくために、大学からより具体的な情報の発信を行うこと

（文部科学省，2020）



指針から読み解く5つの柱（追補版）【参考】
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「入学者受入れの方針」に基づく大学入学者選抜の実施

• 各大学は、「卒業認定・学位授与の方針」に定められた学修目標の幅広さと水準を十分踏

まえつつ、「入学者受入れの方針」において、入学段階で備えておくべき資質・能力等に

ついて具体的に示す必要がある。また、適切なタイミングで、「入学者受入の方針」及び

これに基づいて実施される入学者選抜が、求める学生を適切に見いだすものとして適切な

ものとなっていたか点検・評価し、その結果を踏まえて同方針の見直しを行う必要がある。

（文部科学省，2023）

「入学者受入れの方針」を設定する際に以下を意識しているか。

⮚ 「卒業認定・学位授与の方針」に定められた学修目標の幅広さや水準

⮚ 「教育課程編成・実施の方針」に定められた教育課程の内容・方法

「入学者受入れの方針」と入学者選抜との対応関係や、初年次開設科目を履修するための

必要な資質・能力を備えていたかという点検・評価が必要となる。



①一貫性があるのか？
(1)全学→学部→学科の一貫性があるのか？
(2)DP→CP→APの一貫性があるのか？
(3)CPと教育課程の内容が連動しているのか？
(4)APと入試制度が連動しているのか？
②学位プログラムごとに策定されているのか？
③全学部・学科の三つの方針の統一性があるのか？
④DPの学修目標のレベルが高すぎないか？
⑤DPがアセスメントが可能な項目となっているのか？学位授与方針

（ディプロマ・ポリシー）

教育課程の編成・実施方針
（カリキュラム・ポリシー）

学生の受け入れの方針
（アドミッション・ポリシー）

大学の理念・目的
教育研究上の目的

カリキュラムマップ

教育課程の体系性

知識・
技能

思考力・
判断力・
表現力

主体性・
協働性

心理学 ◎ ○

・・・・・・・（以下、略）・・・・・・・

カリキュラムツリー
＋

ナンバリング

教育課程の順次性

シラバス
科目の到達目標にどのDP
の学修目標の習得を目指す
か明示する

教育課程

各種入試制度

カリキュラムマップ策定上
の留意点
カリキュラムにおいて全ての
学生がDPの全てを修得できる
ようになっているか？

三つの方針

指針から読み解く5つの柱
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全
学

組
織
レ
ベ
ル
（
学
部
・
研
究
科
等
） 個

人



教学マネジメントの「肝」②
・【学生】学生が自分の言葉で「何が身についたのか（学修成果）」を説明できる状態にする。

・【大学】DPを満たした学生に学位を授与していると説明できる状態にする。

32

①DPに掲げる学修目標に対する到達度を測定できるようにする。

→「Ⅰ『三つの方針』を通じた学修目標の具体化」と対応（測定可能な学修目標かを確認）。

②到達度（学修成果）の把握・評価が可能となるようにアセスメントプランを設計する。

→「Ⅲ学修成果・教育成果の把握・可視化」と対応（アセスメントプランで方法、手段等を整理）。

③DPに掲げる学修目標を身に付けられる教育課程を編成している。

→「Ⅱ授業科目・教育課程の編成・実施」と対応（カリキュラムマップ、ツリーで対応関係を整理） 。

④DPに掲げる学修目標と授業科目との対応関係を整理できている。

→「Ⅱ授業科目・教育課程の編成・実施」と対応（シラバスで対応関係を整理）。

⑤到達度（学修成果）の評価結果を踏まえた組織的な教育改善を行うことができる

→「Ⅳ教学マネジメントを支える基盤」と対応（IRで得たデータを使い、FDを実施）。



教学マネジメントが求められる背景【再掲】
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Ｑ.皆さんは、質保証や認証評価、教学マネジメントは何のために必要だ
と思いますか？

１．認証評価をクリアするため

２．法令対応を行うため

３．補助金や外部資金を獲得するため

４．政府や文部科学省等の政策に対応するため

５．大学の理念・目的を実現するため←内部質保証・教学マネジメントでも言及

６．学生の成長に資するため←学修者本位の教育、学修成果の把握・評価

７．その他

８．分からない

「教学マネジメント指針」より抜粋
一人一人の学生が自らの学びの成果（学修成果）として身に付
けた資質・能力を自覚できるようにすることが重要である。
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インプット②
学修者本位とは



02 03

01 04

学修者本位とは何かを
説明することができる。

到達目標③
所属組織における教学
マネジメントの課題を
抽出することができる。

到達目標②

教学マネジメントの5
つの柱を説明すること
ができる。

到達目標① 到達目標④
教学マネジメント上の
課題の解決案を提案す
ることができる。

本講座の到達目標



「何を学び、身に付けることができるのか・できたのか」が学修者本位のキーフレーズ。

学修者が「何を学び、身に付けることができるのか」を

明確にし、学修の成果を学修者が実感できる教育

■「何を教えたか」から、「何を学び、身に付けることができたのか」への転換が必要となる～（中略）～教

育課程の編成においては、学位を与える課程全体としてのカリキュラム全体の構成や、学修者の知的習熟過

程等を考慮し、単に個々の教員が教えたい内容ではなく、学修者自らが学んで身に付けたことを社会に対し

説明し納得が得られる体系的な内容となるよう構成することが必要となる。（グランドデザイン答申P.6）

■学修者本位の教育の実現とは、各高等教育機関の既存のシステムを前提とした「供給者目線」を脱却し、学

位を与える課程（学位プログラム）が、学生が必要な資質・能力を身に付ける観点から最適化されているか

という「学修者目線」で教育を捉え直すという根本的かつ包括的な変化を各機関に求めているものである。

（教学マネジメント指針P.1）

2018年、グランドデザイン答申に登場。

学修者本位の教育とは



組織や構成員が「何を学び、身に付けることができたのか」にこだわっていない教育

学修の目標が具体的に定まっていない。どこに向かって学修するのか、教育するのか、わからない。

個々の教員が教えたい授業をしている。学修者の知的習熟課程が考慮されていない。

学修者が成長していない、学修の成果も出ていない。あるいは成長してるか、成果が出ているかわからない。

教職員が学修者のことを考えていない。学修者の成長を可視化できる人材がいない。

学修者が自ら学んで身に付けたことを社会に説明できない。大学もその情報を公表していない。

学修者本位の教育でないとはどういうものか



「何を学び、身に付けることができたのか」を組織的に達成するフェーズへ。

教授パラダイム

■「何を教えたか」とい

う教員主導の教育。

■知識は教員から学生へ

伝達されるもの。

学習パラダイム

■「何を学び、身に付け

ることができたのか」

という学生主導の教育。

■知識は学生の学習を通

して獲得されるもの。

＃アクティブ・ラーニ

ング

学習システム・パラダイム

■大学教員が学習者の視点に立って、

担当する授業科目だけでなく、学位

プログラムの全体性・整合性も重視

する教育。

■学修目標の達成は組織的に実現され

る もの。

＃教学マネジメント

＃学修目標・教育課程・教育実践・

教育評価の整合性

※ 深堀（2020）を参考に作成

学修者本位の変化
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ご清聴ありがとうございました。


